
時系列にして箇条書きにすると綺麗ですが、 

書き方は自由です。 

 

 
 

 

設立趣旨書 
 

１  趣  旨 

会を立ち上げることになった社会的な要因や背景、解決すべき問題点等を記述  

例文：一級河川に指定されている『△○川』は、その分水嶺が標高○m と日本一低いことや、兵庫県に河口を持つ河川水

系の中で、本流流路延長、流域面積ともに最大であること等の特徴を持ち、古くから流域住民の生活を支え続けている母

なる川です。この川の流域には、この地域特有の文化が育ち、多くの人の暮らしがあります。流域に関わる基礎自治体も兵

庫県下○○自治体に及び、大きな文化圏を形成しています。 

 

上記をうけて、会の設立や活動内容（どういった活動をしてきたか、今後はどういった活動をするつもりか）等を記述  

例文：そのような中で、「△○川流域民話伝承の会」「水辺の生き物たちと触れ合おう会」「水辺の植物で遊ぼう会」等のイベン

トの開催やボランティアによる河川敷の清掃活動等を行ってきました。これらの事業は一定の成果を収め、イベントへの参加者

数も増えてきましたし、行政を含め環境団体や子育て関連のグループ等との連携も進んでいます。そこで今後は、これまでの

活動を継続していきながら、△○市を中心とした活動にとどめることなく、流域全体としての取り組みを視野に入れ、他地域へ

の広がりを考えていきたいと思っています。 

 

なぜ特定非営利活動法人化が必要なのか、任意団体での活動の限界性や法人化の必要性等を記述  

例文：今回、法人として申請するに至ったのは、任意団体として実践してきた活動や事業をさらに地域に定着させ、継続的に

推進していくことと、流域全体へ活動を広げていくために他地域の行政や関連団体との連携を深めていく必要があること等

の観点から、社会的にも認められた公的な組織にしていくことが最良の策であると考えたからです。また、当団体の活

動が営利目的ではなく、多くの市民の方々に参画していただくことが不可欠であるという点から、特定非営利活動法人

格を取得するのが最適であると考えました。 

 

上記から法人化によって、さらにどのような社会貢献ができるのか、法人化による発展の展望等を記述  

例文：法人化することによって、組織を発展、確立することができ、将来的に△○川流域文化の伝承や環境問題、青少年の

健全育成に関わるさまざまな事業を流域全体にわたって展開することができるようになり、地域社会に広く貢献できると考えま

す。 

 

２  申請に至るまでの経過 

平 成 ○ 年 ○ 月 サークル団体「△○川流域民話研究会」発足  

平 成 ○ 年 ○ 月 青少年に民話を伝える「△○川流域民話伝承の会」開催 

平 成 ○ 年 ○ 月 他団体との連携が深まり、「△○川流域民話研究会」を発展的に解散、任意団体「△○川流域保全グループ」を立上げ  

平 成 ○ 年 ○ 月 青少年と環境を考えるイベント「水辺の生き物たちと触れ合おう会」・「水辺の植物で遊ぼう会」同時開催  

平 成 ○ 年 ○ 月 会員間で法人化の意思確認 

平 成 ○ 年 ○ 月 設立総会開催 

 
平成○年○月○日 

住民票等のとおり正確に 

記入しましょう。 

特定非営利活動法人△○川流域保全グループ 

設立代表者  住所又は居所 

兵庫県神戸市○○区○○町○○番地の○ 

氏名  ○○ 太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立趣旨作成例 

記名または署名 

市民の方がわかるように 

記載してください。 


